
 

 

大雪山 

念願の銀河の滝に行ってきました 

層雲峡の氷瀑 

福永  

 

 デナリ大滑降のトレーニングとして、スキー

ヤー佐々木大輔氏が層雲峡の銀河の滝を

アイスクライミングで登ってスキーで滑ってい

たテレビ番組があった。 

 アイスクライミング対象の大滝を滑るってど

ういうことだろうとずっと頭の隅にひっかかっ

ていた。私は滑ることはできないので、せめ

て登ってみたいと仲間を募り、念願の銀河の

滝に行ってきた。 

 

1月24日  尾滝 

 朝一のJALで旭川に入る。今回のツアーは

レンタカー付。まずは酒造「男山」に向かう。

そしてラーメンでお腹を満たさなさなければ

北海道の旅は始まらない。 

 楽しい時間はあっという間に過ぎるもので、

時計はすでに13時を回っている。宿泊先の

ホテルを素通りして、工事車両も停まってい

る大函の駐車場でぱぱっと準備をしてNAK

A滝、尾滝、パラグーフォールを見にいくこと

にした。スノーシェッドの脇にはトレースがあ

り、尾滝に人がいた。この方達は帯広の山

岳会で最近まで会員だった仲平さんの以前

のお仲間だった。パラグーフォールは遠目

には細くて登れる代物には見えなかったが、

吉澤君は興味があるらしく近くまで観察に行

っていた。今日は時間がないので尾滝の右

側に取り付くが、最後のさとりかさんが登る頃

には暗くなってしまった。 

NAKA滝は一番手前にあったはずなのだが、

うっかり見るのを忘れてしまって残念。 

 今回の宿は層雲閣グランドホテル。2泊4食

付のうえ、ウェルカムビールが毎夕食につい

た。 

ヘッデンで尾滝を登る 

 

 

1月25日  銀河の滝 

 銀河の滝の駐車場には大型バスが停まっ

ていたが今年は観光客は少ないようだ。寒気

が入り小雪が舞い風が強い中、石狩川を渉る。

層雲峡ICの経験がある田邉さんから渡渉のこ

とを聞いていたので全員マイ長靴持参だ。 

 



 

 

 先行者のトレースがあり30分強で滝の下に

到着した。3人パーティが左側から登っている

ところだった。右側の傾斜は緩すぎるくらいだ

が、待ってもいられないので我々もスタートす

る。 

 

1P 吉澤リード 40ｍ 右側 

2P さとりかリード 30ｍ 右側から真ん中へ 

3P 福永リード 50ｍ 真ん中から左側へ 

4P さとりかリード 10m 左側 

 

 下降は全て右岸側の支点と灌木で懸垂4回。

今回は50ｍロープ×3本を使い4人で登った

ので非常に時間がかかってしまった。 

60ｍロープだったら3Pで登攀、下降ができた

と思う。朝から夕方までの長時間行動のため

面白かったというよりは非常に辛かったという

印象になってしまったのが残念だったが、銀

河の滝を登ることができたので良しとしよう。 

 

銀河の滝３P目

 

 

1月26日  錦糸の滝 

 昨夜は軽い凍傷を癒すように温泉につかり、

「男山」の限定酒を飲み干し、抜け殻のように

なったメンバーに 「アプローチの近い滝でト

ップロープしよう」 と鼓舞しながら、錦糸の滝

に向かう。 

 尾滝と同じ大函の駐車場にとめ、スノーシェ

ッドの中を歩いて石狩川に降りる。しばらくす

るとライアンの滝が右岸にかかる。その先の

錦糸の滝には先行者がいた。昨日、銀河の

滝で一緒だったパーティが上部へ抜けて見

えなくなるところだった。元気な若者たちだ。 

 我々は約束通りのトップロープだ。吉澤君

にリードして貰い、各々数回ずつ登ったら満

足して滝をあとにした。 

 帰りは黒岳の湯に立ち寄ったが、ここの湯

は層雲閣ともまた違う湯のようでとても良かっ

た。 

 

 

メンバーのつぶやき（吉澤） 

 北海道はアイスクライミング目的で何度も訪

れているが、層雲峡は今回が初めて。初日の

尾滝では残り数手のところであえなくアックス

テンション。休憩後も腕のパンプは回復せず、

無理に登ろうとしたらアックスが抜けて落ちて

しまった。スクリューが効いていてよかったで

す。 

 2日目は銀河の滝。難しくは無いけどひたす

ら長い。ナメ滝が延々と続くので今度は腕より

もふくらはぎがパンプして落ちそうに・・・。吹

雪で手足の指が軽度の凍傷になってしまった

けど、計4ピッチの大滝を登れた達成感はダメ

ージを払拭するほどの達成感です。 

 



 

 

 最終日、もう観光でいいかな〜と思っていた

ら、リーダーから今日も登るとの号令が。アプ

ローチが短い錦糸の滝を15mほどリードしてT

Pで遊びました。来年は網走！もっと上手に

なりたいです！！ 

 

メンバーのつぶやき（さとりか） 

 初めての北海道アイスクライミングツアーで

した。ワクワクしすぎて寝坊しました…（間に合

いました）。 

 空港で荷物を量ると20㎏を越えていて追加

料金を請求されるかとドキドキしました。（請求

されませんでした）吉澤君はアイゼンを機内

に持ち込もうとして保安検査で引っかかって

ました。 

 土曜日の最高気温は-13度、午後からは吹

雪という極寒のなか、銀河の滝を9時間かけ

て登るなんて想像していませんでした。人間

ってなかなかの生命力を持ってると思います。 

 破格の旅費で素晴らしい旅を準備してくれ

た福永さん、声をかけてくれてどうもありがとう

ございました。来年も北海道に行きましょう！ 

 

DATA 

山行日 2020年1月24日(金)～26(日) 

行程 1/24 駐車場(14:00)～尾滝 

（14:15/17:00）～駐車場(17:15) 

1/25 駐車場(8:30)～銀河の滝(9:30/18:00)

～駐車場(18:30) 

1/26 駐車場(10:30)～錦糸の滝 

（11:00/14:00）～駐車場(14:30) 

地形図   層雲峡 

メンバー 福永(L)、吉澤、 

田邉、佐藤り 

 

最終日 錦糸の滝に向かう 

 


